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独立行政法人水資源機構は、平成 30 年度の事業活動に伴う環境保全の

取組等をまとめた「環境報告書 2019」を作成しました。 

水資源機構では、業務の実施に当たって、環境保全への配慮や環境へ

の負荷低減など、当機構の環境方針に基づいて、毎年様々な取組を実施

しています。 

「環境報告書 2019」には、水資源機構の環境方針、平成 30 年度にお

ける環境保全の取組体制、自然環境や貯水池水質の保全対策などの環境

保全の取組等を掲載しています。 

 「環境報告書 2019」は、本日より水資源機構のホームページでご覧い

ただけます。 

令和元年９月２４日 

独立行政法人 水資源機構 

水資源機構 環境報告書  検索  



  

（別紙） 

「環境報告書 2019」の概要 

１．環境報告書について 

水資源機構は、「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事

業活動の促進に関する法律（平成 16 年法律第 77 号）」（環境配慮促進法）に定

められた特定事業者です。同法第 9 条第 1 項では、特定事業者は、毎事業年度、環

境報告書を作成し、公表しなければならないとされており、同法第 9 条第 2 項では、

「環境報告書の記載事項等」に従って環境報告書を作成するように努めることとされ

ています。 

「環境報告書 2019」は、同法に基づいて、平成 30 年度に当機構が実施した環

境保全の取組等について取りまとめたものです。 

なお、水資源機構では、平成 16 年に「環境報告書 2004」を作成し、以降、毎

年作成しています。 

 

 主な掲載内容は以下のとおりです。 

 
   

 環境調査・環境保全対策の実施、環境保全のための環境巡視等、

自然環境の保全に向けた取組と、水質情報の把握、水質異常の発

生抑制、水質異常発生時の対応、水質改善に向けた取組について

記載しています。 

環境に対する知識・意識向上を図るために実施した、環境

学習会、研修等について記載しています。 

３．環境保全意識の向上 

 環境に関する情報の発信、地域に密着した施設・水辺空間、環

境保全活動と地域交流について記載しています。 

４．社会とのコミュニケーション 

 温室効果ガス排出抑制の取組、再生可能エネルギーの活用、資

源の再生、再利用、有害物質の管理について記載しています。 

２．環境負荷低減の取組 

･････････ 49－52 

１．環境保全に配慮した取組 

頁 

･････････ 17－27 

･････････ 38－48 

･････････ 53－57 



 
 

２．環境報告書2019の主なトピックス 

① 【表紙写真】霞ヶ浦 妙岐の鼻のヨシ焼き（茨城県稲敷市） 
 

表紙及び裏表紙の写真は、水資源機構職員から募集したものを

選定し、掲載しています。 

 今回、表紙写真に採用された「霞ヶ浦 妙岐のヨシ焼き」は、

霞ヶ浦最大のヨシ原である「妙岐の鼻」において、植物等の保全

のために実施しているもので、植物の成長促進や病害虫の駆除に

役立つとされています。 

 

 

 

 

② 【特集】”恵みの湖”琵琶湖との共存を目指して 

（琵琶湖開発総合管理所）・・・P23～27 
琵琶湖開発総合管理所では、管理開始以降、湖辺域の連続性確保や回復を目指したビ

オトープ等の整備やヨシの植栽、地域との連携による重要種の保護等の環境保全の取組

を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新浜ビオトープ（草津市）              アサザの保全活動（東近江市） 

③ 環境保全の取組の体制        ・・・P13～16 
  水資源機構では、環境保全の取組を継続的に改善しながら推進していくため、独自の

環境マネジメントシステム「W-EMS（ウィームス）」を運用し、PDCA サイクルによる

確実な目標管理と継続的な改善を図っています。 

また、 W-EMS の運用により、環境教育を確実に実施

していることなどが評価され、「環境 人づくり企業大賞

2018」において奨励賞を受賞し、前々年、前年に続き

同賞の 3 年連続受賞となりました。 

 

 

  「環境 人づくり企業大賞」授賞   


